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月別 題　名 教法 時限
四月
１ い ろ 説 話 一 時 限
２ 春 が 来 た 思 想 的 表 現 一 時 限
３ ひ よ こ 思 想 的 表 現 一 時 限
４ 學 校 の き ん じ ょ 思 想 的 表 現 一 時 限
５ ふ で た て 模作的思想的表現 一 時 限
五月
同 同 同
６ お と も だ ち 寫 生 的 表 現 一 時 限
７ で ん し ゃ 模作的思想的表現 二 時 限
８ 海 の せ ん さ う 思 想 的 表 現 一 時 限
９ 軍 か ん 思 想 的 表 現 一 時 限
六月
10 な つ の 花 寫 写 生 的 表 現 一 時 限
11 か ざ 車 模 作 的 表 現 一 時 限
12 花 の も や う 圖 案 的 表 現 一 時 限
13 とんびとちゃわん 思 想 的 表 現 一 時 限
14 學 校 思 想 的 表 現 一 時 限
15 せ ん し ゃ 思 想 的 表 現 一 時 限
七月
16 や さ い 寫 写 生 的 表 現 一 時 限
17 す ま ふ 思 想 的 表 現 一 時 限
18 お う ち 思 想 的 表 現 一 時 限
19 む し の も や う 圖 案 的 表 現 一 時 限
20 ど う ぶ つ 思 想 的 表 現 一 時 限
九月
21 夏 や す み 思 想 的 表 現 一 時 限
22 む し か ご 思 想 的 表 現 一 時 限
23 く だ も の 寫 写 生 的 表 現 一 時 限
24 く だ も の 寫 写 生 的 表 現 一 時 限
25 お 祭 思 想 的 表 現 一 時 限
十月 26 人 思 想 的 表 現 一 時 限
27 う ら し ま 太 郎 思 想 的 表 現 二 時 限
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＜4月＞１．いろ　２．春が来た（図５，６）　３．
ひよこ（図７，８）　４．学校のきんじょ（図９）　
５．ふでたて（図10）　＜５月＞６．おともだち
（図11，12）　７．電しゃ　８．海のせんさう（図
13）　９．軍かん（図14）　＜６月＞10．なつの
花（図15，16）　11．かざ車　12．花のもやう　
13．どびんとちゃわん（図17）　14．学校（図18，
19）　15．せんしゃ（図20）　＜７月）＞16．や
さい（図21）　17．すもう（図22，23）　18．お
うち　19．むしのもやう（図24）　20．どうぶつ
（図25）　＜８月＞21．夏やすみ（図26）　22．む
しかご（図27，28）　23．くだもの（29，30）　
24くだもの　25．お祭（31，32）　＜10月＞26．
人（33，34）　27．うらしま太郎（35，36）とあ
り，大方１題材に見開きページに掲載し，すべて大
人の描いた模範的絵であり，立体作品群である。左
面は部分的練習のためのもので，モノトーンであ
る。一方右面は，大方カラーで完成された絵や立
体，あるいは展開図が示してあり，臨画として使用
できるようになっている。教師用の指導書には「要
旨」，「準備」，「指導」，「備考」の項目を明記しそれ
ぞれの教材解説をしている。これらの本は藁半紙の
画用紙のような材質の厚口で，粗末な仮製本判であ
る。
図１．「ヱノホン」（上段「一」の１頁）
　　　（下段左「二」，下段右「三」の表紙）
図３．「初等科図画」の表紙，左上「二」の男
子用，左下女子用右上「二」の四年の教
師用，右下「三」五年教師用）
図４．上段「初等工作一」の右，児童用左，
教師用，下段「初等工作三」の女子用
（左），男子用（右）
図２．「ヱノホン」表紙
　　　（左－「三」児童用，右－教師用）
中　野　隆　二
図５．「ヱノホン三　２．春が来た」
　　　思想的表現　１時間
図６．「ヱノホン三　２．春が来た」
　　　クレヨンによる作例（カラー掲載）
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図７．「ヱノホン三　３．ひよこ」
　　　思想的表現　１時間
図８．「ヱノホン三　３．ひよこ」
　　　貼り絵を応用したもの（カラー掲載）
図９．「ヱノホン三　４．学校のきんじょ」
　　　（カラー掲載）
　　　思想的表現　１時間
図10．「ヱノホン三　５．ふでたて」
　　　（カラー掲載）
　　　模作的表現・思想的表現　２時間
芸能科と呼ばれた初等教育の図画・工作教育時代について
図11．「ヱノホン三　６．おともだち」
　　　写生的表現　１時間
図12．「ヱノホン三　６．おともだち」
　　　（カラー掲載）
156
図13．「ヱノホン三　８．海のせんさう」
　　　（カラー掲載）
　　　思想的表現　１時間
図14．「ヱノホン三　９．軍かん」
　　　（カラー掲載）
　　　思想的表現　１時間
図15．「ヱノホン三　10．なつの花」
　　　写生的表現　１時間
図16．「ヱノホン三　10．なつの花」
　　　（カラー掲載）
中　野　隆　二
図17．「ヱノホン三　13．どびんとちゃわん」
　　　思想的表現　１時間（粘土）
図18．「ヱノホン三　14．学校」
　　　思想的表現　１時間
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図19．「ヱノホン三　14．学校」
　　　（カラー掲載）
図20．「ヱノホン三　15．せんしゃ」
　　　思想的表現　１時間（粘土）
図21．「ヱノホン三　16．やさい」
　　　写生的表現　１時間
図22．「ヱノホン三　17．すまふ」
　　　思想的表現　１時間
図23．「ヱノホン三　17．すまふ」
　　　（カラー掲載）
図24．「ヱノホン三　19．むしのもやう」
　　　図案的表現　１時間（カラー掲載）
芸能科と呼ばれた初等教育の図画・工作教育時代について
図25．「ヱノホン三　20．どうぶつ」
　　　思想的表現　１時間　（模写）
図26．「ヱノホン三　21．夏やすみ」
　　　思想的表現　１時間
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図27．「ヱノホン三　22．むしかご」
　　　思想的表現　１時間
図28．「ヱノホン三　22．むしかご」
　　　（カラー掲載）
図29．「ヱノホン三　23．くだもの」
　　　写生的表現　１時間
図30．「ヱノホン三　23．くだもの」
　　　（カラー掲載）
図31．「ヱノホン三　25．お祭」 図32．「ヱノホン三　25．お祭」
　　　（カラー掲載）　思想的表現　１時間
中　野　隆　二
図33．「ヱノホン三　26．人」
　　　思想的表現　１時間
図34．「ヱノホン三　26．人」
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（２）初等科図画第三学年～第六学年
　図画の教材について，三学年～第六学年の教材項
目は，①思想画　②写生画　③臨画　④図案　⑤図
案容用器画　⑥用器画　⑦説話　⑧鑑賞　の７種類
である。それぞれの学年配当が記してある。ここで
は割愛する。教材組織の特色は①月割り配当になっ
ている。このことは「ヱノホン」初等科工作につい
ても同様である。②戦時色，国家主義的な教材が多
い。③第４学年以上の教科書は男女別冊になってい
るが，ほとんどの教材が同じである。④各巻に色彩
教材と形体教材を設け，色彩教材は我が国の教育に
おいて最も体系的なもので，形体教材の体系は初め
ての試みである。⑤説話の教材には鑑賞教材があ
る。⑥説話教材が多いが，色彩，形体，絵の具の説
明，配色の説明がこの中に含まれている。
（３）初等科工作の指導方法から見た内容（第三学
年～第六学年）
指導方法から見た内容での教材の種類は，①逸話実
習　②逸話臨図製作　③説話模倣製作　④説話工夫
製作　⑤逸話模倣共同製作　⑦思想製作　⑧写生政
策　⑨製図⑩　臨図製作　⑪臨図工夫製作　⑫臨図
共同製作　⑬模倣製作　⑭模倣工夫製作　⑮模倣共
同製作　⑯模倣共同工夫製作　⑰工夫製作⑱工夫共
同製作　⑲臨図共同製作　⑳操作　の20種類であ
る。それぞれ学年配当を記しているが，ここでは省
略する。
（４）初等科工作の教材の分類（第三学年～第六学
年）
　工作の教材の分類として，①技術指導を主とする
もの　②製図　③玩具　④実用品　⑤機構模型　⑥
形体模型　⑦その他　⑧操作教材　の８項目に分
け，それぞれの学年に配当している。技術指導を主
とするものの中には工具の使用法，工作方法等に関
するものが含まれている。製図は投影図，展開図を
含み，製作に直接付帯するものはない。玩具の中に
は，多少，機構的なものもある。実用品の中には学
校用品，家庭用品，女子の手芸などを含む。機構的
な模型の中には模型航空機，模型防毒面，自動車，
水車，船などの中の機構的なものを含む。形体模型
の中に，村，橋の模型，動力のない船などを含む。
その他には粘土による彫塑的なものや工芸的なも
の，枝細工などを含む。操作教材は道具や機械など
の操作に関するものを含む。詳細な内容については
省略する。
７．考察
　芸能科時代は戦時中の教育である。当時の悲惨な
戦争は，周知のごとく，中国における戦争から勃発
し，大東亜戦争から，アメリカを相手取り太平洋戦
争へ突入し，世界の各国を巻き込み，第２次世界大
戦へと拡大していった。この戦争の起こりは，日本
軍が中国に於いて事を起こしたことからとされてい
る。戦争の開始は明治の文明開化から75年経たと
きであった。これ依然に，第１次世界大戦といわ
れ，それに参加し，日本とロシアの日露戦争があ
る。当時，日本にとって，世界を知る上で，いろい
ろな意味において，劣等感がさまよっていたと考え
られる。新しい文明と日本魂といわれる武士道の世
界や男尊女卑，かたや紳士淑女の欧州の志向，世界
と比べたとき，日本に資源がない。資源を持たない
欧州の国々は，戦争とともに，植民地をつくり，拡
大していった。ここで，考えられることは，日本人
の劣等感克服であったろうか。やがては周知の通り
アメリカ軍の原爆投下によって終戦となった。この
悲惨な戦争によって今の日本の教育はあるのではあ
るが，戦争体験者は歳月とともに少なくなってい
る。
　この歴史的悲惨な教育はどのようにあったのであ
ろうかという疑問について，この国民学校時代の芸
能科は，すなわち，お国のために役に立つための教
育である。当時の図画の教材は，飛行機の絵，軍
図35．「ヱノホン三　27．うらしま太郎」
　　　思想的表現　２時間
図36．「ヱノホン三　27．うらしま太郎」
　　　（カラー掲載）
芸能科と呼ばれた初等教育の図画・工作教育時代について
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艦の絵，兵隊さんの絵が主であった。工作も同様
で，題材に飛行機やグライダーなどが多く，「皇国
民」や「大和魂」といった戦争に勝つための意識を
教育の中でその精神として明記しており，日本の伝
統的技術を中心に，新たな技術を取り入れるための
方策，機械器具の分解や組み立てによる戦争道具の
慣れというものが含まれている。また，日ごろの児
童の生活では，農耕の手伝いや家事の手伝いなどを
行っている。当時のある国民学校高等科の女教師に
よると，アメリカ軍が攻めてきたときのために，小
学生とともに竹槍部隊をつくり，山に長け籠もる訓
練をしたという。この話について，記録や証拠とな
るものは残されていないが，筆者が当時の教師に直
接，聞き及んだものである。このエピソードは意外
にも全国的なことである。
　また，当時の教育の現れともいうべきことが実際
にあった。これは終戦記念日にかならず放映され，
周知であるが，沖縄がアメリカ軍に上陸，占有され
ようとしたとき，当時の女学校「ひめゆり学園」の
女生徒たちは，崖淵から飛び降り自殺をしている。
辱めを受けたくない一心だったと，生き残りの人た
ちのインタビューがある。日本の教育の「大和撫
子」と言われる所以でもある。
　さて，国民学校令施行規則の内容は，必須科目の
「芸能科」として音楽，習字，図画，工作で設置し
ていた。この「芸能科」の目的は「国民学校令施行
規則」に見られるように芸術技術を修練させること
によって，その気持ちを生活することに結び付ける
ということである。授業を通して，皇国民としての
精神を鍛錬させ，そして勤労作業を行い，協力させ
ることにあった。つまり個人のために学校で学ぶと
いうより，日本という国のために技術達成の訓練し
精神を向上（ひとつに）させるということがはっき
り分かる。その根拠となる教育方法は教師用に事細
かく示している。教育の中心は「臨画」であり，す
なわち，お手本通りに描く，作ることを目的として
いる。現在の教育では一切しない内容・方法であ
る。しかしながら，この教育体制の中で，今日に
至ってきているものがあり，その最も画期的な内容
は「色彩教育」である。色彩を体系化し，各学年毎
に指導を行っている。いま，若い人たちに流行して
いる「迷彩模様」も，その当時に学習内容に掲げて
いる。軍の戦闘服でもある。ここにおける色彩教育
は，最も簡単ンに分かりやすく学習させようとして
いるところに利点がある。
　初等第１学年の「ヱノホン一」では第１頁に「イ
ロ」とし，有彩色の「アカ，ダイダイ，キ，ミド
リ，アヲ，ムラサキ」，無彩色の「シロ，ネズミ，
クロ」の３色，合計９色の色名と色相を色紙で貼る
ようにしており，また「クレヨン　ノ　イロ」とし
て，この９色に加え「チャ，ワウド，ソラ」の３
色で11色を学習の最初に掲げている。「ヱノホン　
二」では直接に色彩はふれず，絵の表現のなかで自
然食として著わしている。例えば，「９．イロガミ
入レ」や「26．赤イ　リンゴ」などである。「ヱノ
ホン三」では再び第１頁に「イロ」と表記し，「一」
の「アカ，ダイダイ，キ，ミドリ，アヲ，ムラサ
キ，シロ，ネズミ，クロ」に加え「キミドリ，ミド
リアヲ，アヲムラサキ，アカムラサキ」の４色を
入れ，13色の色紙を貼ることによって，その色を
覚えさせるようにしている。「初等科図画二」４年
生では，やはり第１頁に「１．色」とし，明度11
段階，純色10色，明色10色，暗色10色，計41色の
それぞれの明度の合わせた表に色紙を貼るようにし
ている。次に，２頁には「２．色紙のもやう」とし
て，色の応用を記載している。初等第５学年の「初
等科図画三」では一頁に「１．色」とし，濁色，色
の純度，色料三主要色の混色について理解・学習さ
せようとするもので，明度11段階を中心に，純色，
濁色を27色，合計38色を色紙で貼るようにしてい
る。第２頁においては，「２．水彩絵の具」として，
絵の具の色名，混色について触れている。水彩絵
の具の色は「白，黄，黄土，茶，朱，赤，紫，青，
藍，緑，焦茶，黒の12色を示している。第６学年
の「初等図画四」では，前学年までに指導したこと
を総括して，やはり第１頁に「１．色」とし，色の
分類，三属性について明らかにし，さらに色の対比
について知らせ，色に対する感覚を鋭敏に，認識を
深めさせるという目的で掲載している。この色彩教
育は武井，川喜田らがドイツのバウハウスからもた
らした構成教育を導入したものである。
　このような色彩学習は，色彩教育の現場で行われ
ていることであるが，小学校における色彩学習の最
も基本的内容を初等教育の６年間のなかで，系統
だった色彩学習を教科書の第１頁に掲載し，行って
いたということである。現在の小学校の教科書で
は，こういった系統だった学習指導は，行われてい
ない。
　本研究を通して，当時の図画工作における表現の
内容は，現在あってはならない「戦争」であった
が，色彩学習に見られるような系統だった指導方法
は，今日の教育にも大切なことであり，この方式は
現在の教育にそのまま生かされてもよいものであ
る。この時代背景は悲惨であったものの，児童期に
おける発達の目的をもった教育の学習形態は，振り
返って見直し，今日の教育現場に取り入れてもよい
中　野　隆　二
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ものがあると考える。
８．結語
　芸術教育は平和のためにあると結論づけたい。小
学校における図画・工作，すなわち美術は教育の一
部であり総てではない。しかしながら，人間教育の
必要な要素である。教育の中に占める時間は少なく
てもよいが，末梢するものではないものである。そ
れは，絵を描くにしろ，物を作るということは，平
和を願う人の精神を支えるものであるということで
ある。それにも拘わらず，当時の芸能は戦争に勝つ
ための教育であったが，この教育目的は一つであ
り，それに向かったという国政による教育は，戦争
という目的でなければ，その教育方法は貴重なもの
である。
　今，ＩＴ時代でパソコンや携帯電話ひとつですべ
てが賄われるが，人間の本来の行為，すなわち手で
つくることを忘れることは，人間性を失ってしまう
と考えるしだいである。「平和のための教育」は，
イギリスの美術教育者ハーバード・リードが記述
し，美術の文化以上に世界の平和を願ったものであ
る。
　次回についての研究論述は，「戦争以前の教育の
在り方」と「平和と美術教育」ということで考察し
たいと考えるものである。（2009．9）
註訳
・註１・註２）引用にあたって，なるべく原文に
沿って掲載しているが，旧漢字と旧仮名使いにつ
いては，現代漢字および仮名使いに直して記述し
ているところがある。
・註３）「理解」と同意で，原文表記による。
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